
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 6 月 3 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
¥ 
 

研究成果の概要（和文）： 

 人の生活や行動のありさまをデジタル化し利活用するライフログについての研究を行っ
た．奇しくも本研究プロジェクトの前後でライフログを取り巻く状況が大きく変わり，現
在，ライフログは生活の中での実際の活用が注目されている．本研究では，実利用を踏ま
えた視点から観て，ライフログの情報システムとしての望ましいあり方，すなわち，巨大
な汎用システムでなく，特定目的システムの複合体であることが望ましいことを打ち出す
とともに，集約システムや食事を含む複数の具体事例についての研究を行った．  
 
研究成果の概要（英文）： 

We have investigated life log technology that digitizes and analyzes our human life, 
and applies the data to various purposes. By a curious coincidence, the status of life 
log technology has been greatly changed. Now it is fair to say that life logging attracts 
great attention and is partially applied to real world applications. In this research, 
from the point of view of real applications, we investigated what the life log system 
should be, and pointed out that the life log should be a complex of special purpose 
oriented ones instead of a large universal system. We made several real working 
prototype of special purpose ones such as location, food log etc. 
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１．研究開始当初の背景 

個人あるいは集団の生活，行動の有様を記
録し利用する試みが様々な形で行われ始め
ている．そのような分野は，ライフログ，行
動記録と解析，体験情報処理など様々な名前

で呼ばれ，マルチメディア．モバイルコンピ
ューティング，ユビキタスコンピューティン
グなどの分野に分散して研究が進められて
いる． 

 ライフログは，ドライブレコーダーや機械
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操作の記録解析など限定的ではあるが，徐々
に実世界にも入り始めている．しかしながら，
その可能性に対する取り組みはまだまだ不
十分な状況にある．その理由として，これま
での研究活動を鑑みて，ライフログの取得と
処理に対する共通して使える技術基盤の欠
如が，その可能性の研究において大きな障害
となっていると考えている．いくつものシス
テムが，それぞれ独立に開発され，ハードウ
エアの観点からも，ソフトウエアやインタフ
ェースの観点からも孤立したシステムにな
っている．本研究では，この黎明期を迎えた
ライフログのあり方を，システムの観点から
探求するとともに，そのライフログ処理に関
わる具体的な事例の研究を進める． 

 

２．研究の目的 

 

本研究では，研究者が共通に利用できるデ
ータ取得のための技術基盤のあり方につい
ての研究を進めた．さらに，目的を特定し，
その技術基盤を利用して取得するライフロ
グデータ処理の展開を行った．また，ライフ
ログを取得する際のセンシングシステムに
ついて検討も行った． 

 

３．研究の方法 

 

本研究の項目を以下に列記する． 

 

 ライフログ基盤構築指針 

①複合体としてのライフログ 

②コンテンツとコンテキストの集約 

 ライフログ取得センシングシステム 

③ウエアラブルセンサ 

④第 3 者視点ライフログ 

 特定目的を指向したライフログと処理 

⑤食事記録 

⑥館内行動 

⑦スケッチでの移動履歴検索 

⑧トラベルストーリー 

 
４．研究成果 
 
以下，各項目について，略記する． 
 
①複合体としてのライフログ 
ライフロは，個人にとっては，必要なもの

だけをとればいい．利用者のニーズに合わせ
た利用に柔軟である必要がある．単一の技術
ですべてを網羅することは難しい．その一方，
すでに特定の目的を指向した運動だけのロ
グ，位置だけ，食事だけという形態のものが
現れている．ライフログの基盤は，実質それ
らの特定目的ログの複合体になるのが望ま
しい． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②コンテンツとコンテキストの集約 
 上記の複合体としてのライフログの一例
として，flickr での写真記録，twitter での
時間経過のテキスト記録，GPS ロガーによる
位置記録により，個人の行動を分散的に記録
し，それらを集約し，マルチメディア日誌と
して可視化するシステムを構築した． 
 テキストでの検索，位置を使った地図上で
の検索といった，マルチモーダルな検索が可
能になっている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ウエアラブルセンサの開発 
 広く利用可能なウエアラブルセンサの開
発も行った．現在においても，カメラを有す
るウエアラブルセンサとしては，SenseCam 以
外の選択肢がない．SenseCam は，カメラばか
りでなく，加速度や温度など複合的なセンサ
であるものの，GPS,音がなく，プログラマブ
ルでもない．それらすべてを併せ持つセンサ
を開発した．ただし，バッテリー寿命は設計
通りには長く持たないことも確認した．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  複合体としてのライフログ 

 

    集約ライフログ 

 

ウエアラブルセンサ 



 

 

④第 3者視点ライフログ 
 セキュリティカメラのように街中にある
多くのカメラを用いて特定個人のライフロ
グをとるための方式提案と実験を行った．カ
メラ近くのユーザを識別するために，無線に
よるアドホック通信と，ユーザが写っている
かどうかの絞り込みが必要であり，その前者
について下記の図のようなシステムでの実
験を行い，その動作を確認した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤特定目的ログ：食事記録 
 食事は，人の健康に直結するとともに，毎
日の楽しみでもある．人の“食事”をスマー
トフォン等の手じかなデバイスを用いて，写
真により手軽に記録し，その人の食事日誌を
作り上げる仕掛けを構築し，FoodLog として
公開した．画像をもとに解析を行い，食事バ
ランスといった栄養評価をも行っている．食
事記録を深めるの研究は，その後，JST 
CREST プロジェクトに採択され，発展を続け
ている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥特定目的ログ：館内行動 
 GPS で簡単に位置の取得可能な屋外と異な
り，屋内での行動，特に位置把握は，容易で
はない．RFID や WiFi を使うにしても，博物
館などの大きな館内を想定すると，インフラ
敷設のコストが高い．特に博物館を想定し，
画像を利用して，ユーザのとる写真から，展
示物の認識，位置の検出を行い，ユーザの行
動ログをとる仕組みを提案，構築し，実験を
行い，画像をキーとしての位置ログの取得が
有効であることを確認した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦特定目的ログ：スケッチでの位置検索 
 GPS ロガーなどを使うことで，位置ログを
とることは極めて簡便になった．その一方で，
膨大にとりためた位置ログを検索閲覧する
ことはより困難になる．1 年以上の GPS の蓄
積データに対して，地図上でのスケッチでの
指定により該当する移動履歴を表示する処
理システムを提案，構築した．単純な５つの
インタラクションだけ適用することで，どこ
から，どこへ，それらの組み合わせを，概略，
詳細のいずれのレベルでも探すことができ
る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧特定目的ログ：トラベルストーリー 
 ユーザの移動履歴を検索し，位置情報付き
の写真を利用することで，そのトラベルスト
ーリーを Google map 上に移動経路とともに
写真を表示したり，動画として可視化するこ
とのできるシステムを構築した． 
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